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第３回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

令和５年９月29日(金曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時22分閉会 

                    

本日の会議に付した事件 

(1)高速交通体系について 

(2)熊本都市圏交通について 

(3)付託調査事件の閉会中の継続審査につい 

て 

                    

出 席 委 員(16人) 

        委 員 長 河 津 修 司 

        副委員長 中 村 亮 彦 

        委  員 前 川   收 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 竹 﨑 和 虎 

        委  員 本 田 雄 三 

        委  員 南 部 隼 平 

        委  員 堤   泰 之 

        委  員 斎 藤 陽 子 

        委  員 杉 嶌 ミ カ 

        委  員 星 野 愛 斗 

欠 席 委 員(なし） 

委員外議員(なし) 

                    

説明のため出席した者 

企画振興部 

         部 長 富 永 隼 行 

交通政策・統計局長 阪 本 清 貴 

交通政策課長 坂 本 弘  道 

交通政策課空港アク 

セス整備推進室長  松 村 浩 介 

土木部 

                 部 長 亀 崎 直 隆 

道路都市局長 宮 島 哲 哉 

道路整備課長 奥 山 和 弘 

都市計画課長 松 田 龍 朋 

警察本部 

交通部長 原 田 聖 哉 

交通規制課長 山 浦 隆 之 

                    

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 松 本 泰 明 

政務調査課主幹 近 藤 隆 志 

                 

午前９時59分開議 

○河津修司委員長 ただいまから、第３回高

速交通ネットワーク整備推進特別委員会を開

催します。 

 本委員会は、インターネット中継が行われ

ます。委員並びに執行部におかれましては、

発言内容が聞き取りやすいように、発言の際

には、マイクを自分の口元にしっかり向け

て、明瞭に発言していただきますようお願い

します。 

 まず、前回の委員会以降に人事異動があっ

ておりますので、自席から自己紹介をお願い

します。 

  （企画振興部長自己紹介） 

○河津修司委員長 それでは、付託事件の審

査に入ります。 

 まず、富永企画振興部長から総括説明をお

願いします。 

 

○富永企画振興部長 委員会の開会に当たり

まして、執行部を代表して御挨拶を申し上げ

ますとともに、本委員会の付託議案の概要に

ついて御説明いたします。 

 まず、高速交通体系に関する件でございま

す。 

 高規格道路の整備につきましては、中九州
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横断道路の熊本環状連絡道路において、計画

段階評価の手続が完了し、現在、県及び熊本

市において、都市計画決定に向けた手続に着

手しております。 

 また、大津熊本道路の合志―熊本間におい

て、先日、９月24日に着工式が開催されまし

た。河津委員長はじめ御臨席いただきました

委員の皆様におかれましては、御多用の中、

誠にありがとうございました。今後も引き続

き、高規格道路の早期整備に向けて取り組ん

でまいります。 

 次に、国際線の振興についてでございま

す。 

 今月、念願であった熊本―台北線につい

て、スターラックス航空、チャイナエアライ

ンのダブル就航が実現しました。両社とも、

さらなる増便の計画を発表されるなど、好調

なスタートを切っています。 

 また、運休が続いていた香港線について

は、香港エクスプレスが11月から、香港航空

が12月から、共に週３便で就航する予定であ

り、非常によい流れとなっています。 

 今後も、運営会社である熊本国際空港株式

会社と連携しながら、さらなる航空ネットワ

ークの拡大に努めてまいります。 

 次に、熊本都市圏交通に関する件でござい

ます。 

 熊本都市圏においては、今月３日に、熊本

都市圏３連絡道路建設促進協議会総会を開催

し、県内全ての市町村が参画し、早期実現に

向けて、オール熊本で進めていくことを決議

しました。 

 また、住民参加型の道路計画検討を進める

ため、有識者委員会を設置し、計画の具体化

に向けた取組を加速してまいります。 

 以上、概要を御説明いたしましたが、詳し

くは担当課長から説明を申し上げます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○河津修司委員長 それでは、事業概要等の

説明を求めた後、質疑を受けたいと思いま

す。 

 委員会の運営を効率的に行うため、説明は

着座のまま簡潔にお願いします。 

 では、執行部からの説明をお願いいたしま

す。 

 

○奥山道路整備課長 道路整備課でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 お手元の本委員会の資料につきましては、

全体で62ページとなっており、変更した箇所

を中心に御説明いたします。 

 なお、変更部分につきましては、資料にア

ンダーラインを引いておりますので、よろし

くお願いします。 

 資料の13ページをお願いします。 

 中九州横断道路についてでございます。 

 現状の欄をお願いします。 

 １つ目の丸の１ポツ目ですが、熊本環状連

絡道路につきましては、６月19日に第２回目

の計画段階評価の審議が行われ、計画段階評

価の手続が完了しております。 

 その下の２ポツ目ですが、先月10日に、都

市計画道路中九州横断道路・熊本環状連絡線

の計画案が国より示され、現在、県及び熊本

市において、都市計画決定に向けた手続に着

手しております。 

 今月13日から21日にかけて、沿線地域にお

いて、計８回の住民説明会を開催しており、

述べ219名の方に御参加いただきました。 

 引き続き、早期事業化に向けて、都市計画

決定の手続を進めてまいります。 

 ２つ目の丸の４ポツ目ですが、令和２年度

に事業化されました大津熊本道路のうち、合

志―熊本間につきましては、先日、９月24日

に、御代志市民センターにおいて着工式が開

催され、本区間の工事が開始されました。 

 14ページをお願いします。 

 今後の取組の欄をお願いします。 

 １ポツ目ですが、熊本環状連絡道路につき
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ましては、計画段階評価が完了しましたの

で、国に早期事業化を求めてまいります。 

 19ページをお願いいたします。 

 熊本都市圏の新たな高規格道路です。 

 現状の欄でございますが、20ページをお願

いします。 

 ９月３日に、熊本都市圏３連絡道路建設促

進協議会総会を開催しております。御参加い

ただきました皆様におかれましては、休日に

もかかわらず御対応いただき、誠にありがと

うございました。 

 機運醸成等の取組の５ポツ目ですが、今年

の７月から10月にかけて、本事業を広く周知

するため、パネル展を実施しております。 

 ６ポツ目ですが、９月３日に開催した協議

会の総会において、構成する市町村が県内全

ての市町村に広がっております。 

 今後の取組の欄でございますが、21ページ

をお願いします。 

 １ポツ目ですが、客観的な立場の方々から

助言等をいただくため、都市計画・交通、産

業・観光、防災、地域・市民参画、環境、都

市デザイン・景観など、さまざまな分野にお

ける有識者を選定し、第１回の有識者委員会

をこの秋に開催し、計画の早期実現に向けた

取組を進めてまいります。 

 23ページをお願いします。 

 (3)建設促進活動です。 

 各路線の要望活動を記載しております。６

月の本委員会以降の主な活動内容について御

説明いたします。 

 まず初めに、①九州中央自動車道です。 

 ７月14日に、建設促進協議会の総会が開催

されております。 

 ８月７日に、熊本、大分、宮崎の九州中央

３県により、財務省、国土交通省及び自民党

本部に対し、九州東西軸の強化の要望活動を

行っております。 

 ８月８日には、九州中央３県議員連盟の皆

様により、九州地方整備局に対し、要望書が

提出されております。 

 また、８月22日には、九州中央３県議員連

盟の皆様により、財務省、国土交通省に対し

て要望活動が行われております。御参加いた

だきました横断議員連盟の役員の皆様におか

れましては、誠にありがとうございました。 

 ８月24日に、熊本県と宮崎県及び両県期成

会による建設促進地方大会を開催しておりま

す。 

 11月２日には、東京において、熊本県、熊

本県議会、九州横断道路建設促進議員連盟、

九州中央自動車道建設促進期成会合同により

ます建設促進大会及び要望活動を予定してお

ります。 

 24ページをお願いします。 

 南九州西回り自動車道です。 

 ７月４日及び７月27日から28日にかけまし

て、熊本県建設促進期成会の会長であります

水俣市長のほか、沿線首長、県議会議員の皆

様により、九州地方整備局及び国土交通省、

県選出国会議員に対し、要望活動が行われて

おります。 

 ７月18日には、熊本、鹿児島両県期成会、

県南振興議員連盟の皆様により、財務省、国

土交通省に対して要望活動を行っておりま

す。 

 本日９月29日には、期成会会長であります

水俣市長のほか、沿線首長、県議会議員の皆

様により、九州地方整備局に対して要望活動

が行われる予定となっております。 

 25ページをお願いします。 

 ③中九州横断道路です。 

 ６月28日に、熊本、大分両県期成会の会

長、副会長であります阿蘇市長、合志市長、

竹田市長により、財務省、国土交通省及び県

選出国会議員に対し、要望活動が行われてお

ります。 

 ７月25日に、熊本県と大分県の両県期成会

による総会が開催されております。 

 ８月７日の九州中央３県による九州東西軸
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の強化の要望、８月８日及び８月22日の九州

中央３県議員連盟の要望につきましては、先

ほど御説明しました九州中央自動車道と併せ

て実施されております。 

 26ページをお願いします。 

 ④熊本天草幹線道路です。 

 ７月11日に、期成会の会長である天草市長

のほか、沿線首長により、九州地方整備局に

対し、要望活動が行われております。 

 ７月19日には、期成会により、国土交通省

及び県選出国会議員に対し、要望書の提出が

行われております。 

 27ページをお願いします。 

 ⑤有明海沿岸道路です。 

 ８月３日に、熊本県期成会の会長、副会長

である熊本市長、荒尾市長、長洲町長によ

り、熊本河川国道事務所に対し、要望活動が

行われております。 

 ８月８日には、同期成会により、九州地方

整備局に対し、要望書が提出されておりま

す。 

 ８月21日には、有明海沿岸インフラ整備３

県議員連盟の皆様により、国土交通省及び県

選出国会議員に対し、要望活動が行われてお

ります。 

 ８月21日、22日に、同期成会により、財務

省、国土交通省及び県選出国会議員に対し、

要望活動が行われております。 

 11月14日には、東京において、熊本県、熊

本県議会、有明海沿岸道路建設促進熊本県期

成会合同によります建設促進大会及び要望活

動を予定しております。 

 ⑥その他国等への要望等です。 

 10月31日から11月２日にかけまして、県全

体の要望活動として、関係省庁、自民党本部

に対し、国の施策等による提案活動を予定し

ております。 

 28ページをお願いします。 

 最後に、⑦道路整備によるストック効果の

ＰＲ活動です。 

 一覧表下段の部分ですが、本年度は、６月

20日にグランメッセ熊本において、８月３日

から８月18日にかけまして熊本県民交流会館

パレアにおいて、ＰＲ活動を行っておりま

す。 

 以上が建設促進活動となります。引き続

き、県内の道路整備の必要性をしっかりと国

に訴えてまいりたいと考えております。今後

も、委員の皆様のお力添えをいただきなが

ら、予算の獲得、各路線の整備推進に向け取

り組んでまいります。 

 道路整備課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 すみません。ここで訂正がございます。 

 13ページの熊本環状連絡道路について、都

市計画決定に向けた手続を、国及び市と述べ

ましたが、県及び市に訂正させていただきま

す。大変失礼しました。 

 

○坂本交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 資料29ページをお願いいたします。 

 航空路線の利用促進についてです。 

 まず、空港の旅客数の状況につきまして、

昨年度国内線については、前年比２倍近くの

262万4,000人となっております。 

 アンダーラインを引いておりますが、国際

線につきましては、１月ソウル線の復便後、

９月からは、スターラックスとチャイナエア

ラインによる台北線の新規就航、そして、香

港線について、恐れ入ります、資料が追いつ

いておりませんけれども、11月から、香港エ

クスプレス、そして12月から香港航空の就航

が予定されております。 

 30ページをお願いいたします。 

 上段、阿蘇くまもと空港の月別旅客数を記

載しております。 

 本年度に入りまして、概ね、平均いたしま

すと月間25万人程度の数字で推移をしている

状況でございます。 
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 31ページをお願いいたします。 

 国内線、現在８路線、１日40便就航してお

りますが、表の下の左の欄、本年度７月まで

の利用率としましては、全体で66.4％と、昨

年度に比較しますと15.4ポイントの上昇とい

う状況でございます。 

 32ページをお願いいたします。 

 国内線の今後の取組につきまして、１点残

念ながら静岡線につきまして、コロナ禍で大

きな痛手を受けられましたＦＤＡの経営改善

の一環で、来年１月から、季節運航となるこ

とが公表されました。引き続き、静岡県とも

連携しながら、早期に通常運航に戻るように

尽力してまいります。 

 また、新たな路線につきましても、チャー

ター便の造成等、積極的に取り組んでまいり

ます。 

 33ページをお願いいたします。 

 国際線の振興につきましては、先ほど申し

上げましたように、台北線が２社就航、スタ

ーラックス社につきましては、10月29日か

ら、デイリー化を表明されております。 

 また、資料が追いついておりません。申し

訳ございません。チャイナエアラインも、就

航当日に、副社長のほうから、12月から週４

便化を目指したいということを表明されてお

ります。 

 続きまして、34ページをお願いいたしま

す。 

 ソウル線につきましては、現在ティーウェ

イ航空の仁川線がデーリー運航ということ

で、利用率につきましては、平均で、これま

で73％と、引き続き好調な数字を保っており

ます。８月については80％を超える状況とい

うところでございます。 

 それから、台北線につきましては、35ペー

ジのアンダーラインでございますけれども、

先ほど申し上げましたように、増便の予定も

されることが決定しております。 

 続きまして、香港線につきましては、おめ

くりいただきまして36ページをお願いいたし

ます。香港航空につきましては、12月から週

３便、そして、今週発表されましたけれど

も、ＬＣＣの香港エクスプレスについても11

月から週３便ということで表明をされており

ます。 

 今後の取組につきまして、やはり、安定就

航の鍵となるアウトバウンドの利用促進につ

いて、助成事業あるいは旅行社、メディア等

と連携しながら、現地の魅力を伝える、そう

いった活動に引き続き取り組んでまいりま

す。 

 37ページをお願いいたします。 

 航空物流機能の状況につきまして、昨年度

の取扱いについては、国内のみでございます

けれども、約7,700トンという状況でござい

ます。 

 今後の取組といたしまして、国際航空貨物

の輸送が実現できる体制整備につきまして、

今年度実証実験を予定しております。また、

いわゆる上屋等のハード整備の検討も含めま

して、熊本国際空港株式会社と連携して取組

を加速してまいります。 

 続きまして、おめくりいただきまして39ペ

ージをお願いいたします。 

 下線を引いておりますけれども、６月の委

員会でも御意見をいただきましたが、新ター

ミナルの課題ということで、一般の方も利用

できるような飲食店につきまして、現在空港

運営会社のほうで前倒しでの開業を目指し

て、鋭意テナント交渉に取り組んでおられる

ところでございます。 

 ここで、空港関係で、恐れ入りますけれど

も、別添資料をお願いいたします。 

 別添資料①ということで、新大空港構想有

識者会議及び構想策定についてというＡ４横

の資料がございます。 

 おめくりいただきまして報告させていただ

きます。 

 有識者会議につきまして、左に記載の７名
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の委員の皆様方に、６月それから８月の２回

にわたって会議で御議論、御意見をいただい

たところでございます。 

 ２ページに、第１回の概要を簡単に写真入

りでまとめております。 

 おめくりいただきまして、３ページに、第

２回８月18日の会議の概要。ここで概ねの提

言書の素案ということで、取りまとめをいた

だいております。そして、最終的に、８月末

に提言をいただいたものが、４ページの概要

でございます。 

 ５つの提言ということで、下に記載してお

りますけれども、主に本委員会に関連すると

ころにつきましては、左の２つ、空港のさら

なる機能強化、その項目につきまして、例え

ばアクセス鉄道の早期整備、あるいは運用時

間の延長、国際貨物の実現などの御提言をい

ただいております。 

 左から２つ目の交通ネットワークの構築の

提言として、渋滞解消に向けた道路整備、そ

れから、一番下のポツでございますけれど

も、豊肥本線の輸送力強化などの御提言をい

ただいております。 

 裏面の５ページをお願いいたします。 

 提言を受けまして、現在、新たな構想の策

定作業を進めております。骨格につきまして

イメージを記載しておりまして、４つの骨

格、空港機能の強化、産業集積、交通ネット

ワーク、街づくり、この４本の柱で、先ほど

の提言を踏まえました新構想を、10月を目途

に策定、公表できるよう、鋭意作業を進めて

いる状況でございます。 

 有識者会議関連は以上でございます。 

 恐れ入ります。本体資料にお戻りいただき

まして、交通政策課、最後、55ページをお願

いいたします。行ったり来たりで申し訳ござ

いません。 

 公共交通機関の利用促進ということで、バ

ス利便性向上等の項目でございます。 

 現在、路線バス事業者５社で共同経営を行

っておりますが、アンダーラインを引いてお

ります。令和５年10月から、熊本都心部にお

けるバスの均一料金、均一運賃制度、180円

ということで導入をされる予定でございま

す。市電と同一料金であり、既に運輸局の認

可はいただいている状況というところでござ

います。 

 交通政策課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

 

○松田都市計画課長 都市計画課です。 

 ページを戻りまして52ページをお願いいた

します。 

 熊本都市圏総合都市交通体系調査について

御説明します。 

 中段にスケジュールを示しておりますが、

新たな都市交通マスタープランの策定につい

ては、令和４年度から検討に着手しており、

本年度は、パーソントリップ調査やそれらの

結果を基に現況分析を実施する予定としてお

ります。その後、令和７年度を目標に策定を

進めているところでございます。 

 今後の取組でございます。 

 令和５年７月21日に、第３回熊本都市圏総

合都市交通計画協議会を開催し、パーソント

リップ調査に用いる調査票や今後のスケジュ

ール等について協議しました。 

 10月から11月にかけて、熊本都市圏在住の

約50万世帯の方々を対象としたアンケート調

査を実施する予定としており、ホームページ

等を用いた広報活動を展開しております。 

 ページが飛びますが、58ページをお願いい

たします。 

 5)のパーク・アンド・ライドについてです

が、自動車交通量の削減に向け、朝夕の通勤

時間帯に集中する自動車交通を公共交通機関

に乗り換えるパーク・アンド・ライドの利用

促進に努めているところです。 

 一番下の丸を御覧ください。 

 本年度は、交通事業者等と連携して、益城
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復興事務所、それから、益城町役場横のにじ

いろ駐車場などの駐車場を活用して、県道熊

本高森線から快速バスを熊本市中心部に運行

する社会実験を、昨年に引き続き実施予定と

しております。 

 今後は、社会実験の結果を踏まえ、関係機

関と連携しながら、利用拡大に向けた取組を

進めてまいります。 

 

○松村空港アクセス整備推進室長 空港アク

セス整備推進室でございます。 

 資料をお戻りいただきまして、44ページを

お願いいたします。 

 (3)空港アクセス改善について御説明いた

します。 

 45ページの主な取組の経過で、空港アクセ

ス鉄道の整備に係る直近の動きを御報告いた

します。 

 まず１つ目の丸ですが、８月に、半導体関

連産業の集積促進に関する社会資本整備に係

る緊急要望ということで、道路整備や下水道

関係などとともに、岸田総理大臣、斉藤国土

交通大臣等への要望活動を行っております。 

 また、２つ目の丸ですが、県民の理解を深

めるための各種広報活動といたしまして、阿

蘇くまもと空港内での広報動画の上映などに

も取り組んでおります。 

 下の今後の取組にありますとおり、引き続

き、肥後大津ルートの事業化に向けた検討の

深度化やＪＲ九州、国との協議にも取り組ん

でまいります。 

 続きまして、恐れ入りますが、資料が変わ

りまして、別添資料②をお願いいたします。 

 昨年空港アクセス鉄道の整備ルートを肥後

大津ルートと表明いたしました際、ルート決

定に伴い整理すべき課題の一つとしておりま

した県民総合運動公園へのアクセス改善対策

についてでございます。 

 この課題については、実証事業を行ってい

くことを報告しておりましたが、今般、中間

取りまとめとして、取組の状況と今後の方向

性について御説明いたします。 

 １ページをお願いします。 

 実証事業の取組の概要でございます。 

 まず、(1)の目的です。 

 実証事業は、公共交通アクセスが乏しいた

め、大規模イベント時に渋滞が課題となって

おりました県民総合運動公園について、施設

の設置・管理者である県が主体的にアクセス

改善策の効果検証を行うこととしておりま

す。 

 実証事業は、(2)、(3)にありますように､

令和５年２月から９月までの間に、ロアッソ

熊本のホームゲームを中心に、26回のイベン

トで実施しております。 

 (4)実施内容を御覧ください。 

 今回の実証事業では、①の主催者等調整会

議を随時開催いたしまして、関係者間で事前

に混雑予測を共有しました上で、必要な対策

を協議、検討しております。 

 対策といたしましては、②の自家用車以外

での来場を促進するための対策と③の運動公

園内に駐車する自家用車のスムーズな駐車、

退出のための対策という２つの柱で、それぞ

れ箇条書きに記載しております取組を実証し

ております。 

 なお、参考といたしまして、右に、今回の

報告までに要した経費を記載しております。 

 また、２ページには、それぞれの対策ごと

に、実証事業の様子を写真で掲載しておりま

す。 

 おめくりいただきまして、３ページをお願

いいたします。 

 ２実証事業の成果と課題です。 

 実証事業の取組ごとに、主な成果と課題を

取りまとめております。 

 ここでは、ページ下のほうの四角囲み、総

評により、総括的に御説明いたします。 

 まず、１つ目の丸でございます。 

 今回の実証事業では、シャトルバス、パー
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ク・アンド・バスライド、二輪車の利用促進

を積極的に呼びかけております。 

 ロアッソ熊本のホームゲームでは、観戦者

の約３割の方々に自家用車以外での手段で来

場いただくことができました。一方で、コス

ト面には課題があったと考えております。 

 次に、２つ目の丸ですが、臨時駐車場の確

保や園内各所への警備員の配置について、枠

外駐車や路上駐車の減少につながっておりま

す。一方で、臨時駐車場といたしましては、

使用する多目的グラウンドが土のグラウンド

であるということで、雨天時の使用が課題と

なってございます。 

 ３つ目の丸です。 

 臨時退出路については、メイン駐車場から

ラグビー場前の園内道路を通りまして、県道

瀬田熊本線に退出を促すものです。夜間照明

が十分でないなどの課題はありつつも、駐車

場からの退出について、混雑解消に大変有効

であったということを実証できたと考えてお

ります。 

 ４ページの今後の方向性をお願いいたしま

す。 

 対策の項目ごとにまとめておりますので、

順に御説明いたします。 

 まず、(1)の主催者等調整会議につきまし

ては、関係者間での情報共有というものは非

常に有効であったということでございますの

で、取組を継続してまいります。 

 主催者から報告いただいております来園者

見込数につきましては、対策の検討に大きな

影響がございますので、正確な見込みを引き

続きお願いしてまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、(2)ですが、今後の対応を円滑にす

るために、実証事業を通じて得られたデータ

などから、来園見込数の規模に応じた対策の

内容や組合せなど、これをパッケージ化する

ことについて検討してまいります。 

 (3)です。園内の駐車場には限りがござい

ますことから、引き続き、パーク・アンド・

バスライドなど、自家用車以外の来場手段の

利用促進を図ることが必要です。また、イベ

ント主催者との費用分担の在り方についても

検討していく必要があると考えております。 

 (4)です。臨時駐車場として使用した多目

的グラウンドにおきましては、先ほど御説明

した課題を解決するために、排水機能の改良

を行ってまいります。また、常設駐車場につ

きましても、増設に向けた検討を進めてまい

ります。 

 (5)は、対策として非常に有効であった臨

時退出路を、より安全に運用できるよう、進

入口や照明等の改善を行うこととしておりま

す。 

 (6)です。駐車場内での車両誘導等の省力

化やリアルタイムでの駐車場情報の発信のた

め、ゲートの設置やアプリの導入等につきま

して、可能性を探ってまいりたいと考えてお

ります。 

 最後に、(7)の周辺道路関係では、今回の

実証事業で判明いたしました道路の渋滞箇所

の対策につきまして、熊本市等の関係機関と

連携して、検討を進めてまいりたいと考えて

いるところです。 

 以上が今回の実証事業の中間取りまとめで

ございます。最終ページには、参考として、

主な実証事業の実施日のデータを、昨年度と

の比較という形で記載しております。ポイン

トは、今御説明いたしました点と重複いたし

ますので、説明は省略させていただきます。 

 空港アクセス整備推進室は以上です。 

 

○河津修司委員長 以上で、執行部からの説

明が終わりましたので、質疑に入ります。 

 何かありませんか。 

 

○前川收委員 まず、13ページであります

が、中九州横断道路、熊本北から下硯川間の

約４キロ、都市計画段階評価が終わりまし
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た。このことによって、いよいよ前に進むな

ということでありまして、多分５年くらい前

までは、これを誰がやるのかすら決まってい

ないという状況だったかなと思い出しなが

ら、非常に前に進んでいると実感することが

できました。それから、昨日は着工式まであ

りまして、いよいよ中九州横断道路の工事に

入るということで、大変ありがたく思ってお

ります。この間、本当に一生懸命お取組みを

いただきました関係者の皆さん、国、県、そ

れぞれの市町村の皆さん方にも心から敬意を

表しておきたいというふうに思っておりま

す。 

 そこで、いよいよ着工してきたわけであり

ますが、以前からこの席でも何回か議論して

きましたけれども、中九州横断道路をどうい

う形態の道路にするのかが、もう発表されて

いるのか、されていないのかよく分かりませ

ん。例えば、有料道路にしたらいかがですか

という話を、私のほうからはこの委員会でさ

せていただきました。路線も、片側１車線じ

ゃなくて、片側２車線の４車線で造ってもら

いたいという、そういう話もしてまいりまし

た。着工したわけですから、有料、無料は、

まだ県が言う立場ではないのかもしれません

が、その辺はそろそろ県民に告知していくべ

きだと思っています。それから、車線数も、

片側１車線なのか２車線なのかも、私は４車

線だと思ってますよ。２車線ずつだと思って

ますけれども、それをまだ公式には誰もここ

では言ってないのかなと思ってまして。未定

ではないと思いますが、まだ言えないのかな

とは思いますが、そのところは、もう着工ま

でしたわけですから、やっぱり最終的には事

業主体である国が言うべきことだとは思いま

すが、ぜひ、どうなるのか。硯川まで含め

て、教えていただきたいというふうに思うこ

とが１点です。 

 それと、アクセス鉄道に絡んでであります

けれども、今回の議会の中においても、航空

貨物の扱いについて、非常にいろんな議論が

ありました。以前からこれはもうあってた議

論でありまして、ぜひ航空貨物の実現をさせ

るべきだという話がありました。そのために

はということじゃありませんが、空港の利

用、活用を広げるために、やっぱり空港の就

航時間を広げていくべきだという議論、それ

から、積極的に空港の貨物を受け入れていく

べきだという話、そういったものもあってい

たわけでありますが、先ほどの数字の説明を

いただくと、令和元年のいわゆるコロナ前と

いう状況からすれば、改築後、コロナがまだ

はっきり終わったとは思いませんけれども、

半分ぐらいしか貨物のほうは回復をしていな

いということであります。 

 そこでちょっと質問なんですけれども、例

えば、令和元年までの取扱量をそのまま取り

扱うとした場合に、改築された新しい空港の

ハードの中で、足らざるものがあるのか。も

しくは、さっき建屋の話も少しお話があった

と思いますけれども、いわゆる改築されたこ

とによって、新しく建屋を造る、倉庫を造る

ということが必要なのか、もしくは、それは

発展的に増やすために必要なのか、その部分

をぜひお答えいただきたいと思います。 

 あわせて、アクセス鉄道がうまくできれ

ば、アクセス鉄道によって航空貨物というも

のも、結果として鉄道でつなぐということが

できるわけでありますが、そういった見込み

について教えていただければと思います。 

 

○松田都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 御質問の中九州横断道路の車線の数に関す

る御説明をさせていただきたいと思います。 

 中九州横断道路については、せんだって、

都市計画の説明会を開催したところでござい

ますが、熊本市域については、決定権者が熊

本市、それ以外のエリアについては、決定権

者が熊本県となりますので、私どものほうで
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やっております。 

 その説明会で素案をお示ししたわけでござ

いますが、今回の決定の車線数については、

４車線で都市計画決定をしております。そう

いったことで、住民の皆様方には、将来的に

は４車線というところをお示ししているとこ

ろでございます。 

 

○奥山道路整備課長 有料道路制度の活用に

ついてでございます。 

 有料道路の活用により建設期間が短くな

る、それと、不要不急の車両の混在が低減で

きる、そういうメリットがありますが、現時

点で、中九州横断道路については、まだ国の

ほうから有料道路制度を活用するという発表

はあっておりません。 

 他の事例を見ますと、最初から有料道路で

やる、それから、有料道路と公共事業を併せ

てやる、それから、当初は公共事業でいっ

て、途中から有料道路とするなど、色々なパ

ターンがございます。 

 回答としましては、今のところ、まだ国の

方からその発表はないという状況でございま

す。 

 

○坂本交通政策課長 貨物の体制についての

御質問でございます。 

 まず、この既存の貨物の量につきまして、

現在の空港のハードで賄えるのかどうか。こ

れにつきましては、国内の量が、１万5,000

トンということで、国内の量でございますけ

れども、基本的には、今のＡＮＡさんであり

ますとか、ＪＡＬさんでありますとか、そう

いったところの貨物のスペースで増えたとし

ても対応ができるというところで考えており

ます。 

 ただ、今後、先ほどお話もありました国際

貨物、あるいはいろんな物流の中で需要が増

えてくるという中におきましては、これは、

空港運営会社のほうでも、中期計画の中で施

設整備を今考えているところでございます。

当然、上屋的なものが新たに必要になるとい

うことで、ただ、これにつきまして、今非常

に動きが活発になっております。いろんな運

送会社さん、あるいは航空会社さんも含めて

ニーズが高まっておりますので、運営会社と

この上屋の整備についても検討を加速して、

対応できるようにということで今頑張ってい

るところでございます。 

 

○前川收委員 アクセス鉄道の貨物というの

はどうですか。 

 

○松村空港アクセス整備推進室長 空港アク

セス整備推進室でございます。 

 アクセス鉄道で貨物を運ぶということにつ

きましては、現計画の中ではまだ検討できて

いないところでございます。今後、貨物の取

扱量が増加していく状況でありますとか、そ

ういったものの状況を見ながら、必要性等々

につきまして、しっかり検討してまいりたい

と思います。 

 

○前川收委員 ありがとうございました。 

 まず、中九州横断道路については、４車線

は、熊本市から大津西まで、今決まっている

工事までは４車線とはっきりお話いただきま

したから、安心をいたしました。 

 あとは有料化の話で、当然国のほうから、

一番有効な手法を選んでいかれるだろうとい

うふうに思いますけれども、下硯川は、北バ

イパスと、それから西回り道路、これは無料

の道路ですね。それからのアクセスになりま

す。それから、植木バイパスもそこに入って

きますね。そこで取るのかどうなのかという

のはかなり微妙なところかなというふうに思

いますが、いずれにしても、私はやっぱり有

料化して、早く造ってもらいたいというふう

に思っていますし、有料化しないと、逆に、

一般の、あまり急がない人と言うと言い方が
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悪いんですけれども、本当に急いで行く人た

ちのためを考えれば、そこで逆に渋滞が起き

てしまうということになる可能性が高いと思

いますので、ぜひ有料化の方向で、時期は別

として、進めていただきたいと思います。 

 ただ、一般的に、もう着工したのに、どう

いう形になるのか、まだ分からないというの

は、これは一般的なのかどうなのか、それは

国交省さんとかの手法として、そういうこと

もあるのかということについては教えていた

だければありがたいなというふうに思いま

す。 

 それと、アクセス鉄道の話は、まず航空貨

物の分で、37ページの表を見ると、平成22年

度というのは２万2,000トンということで、

現状7,000トンの３倍ぐらいは扱っていた

と、国際線の便も含めて。でも、施設的に

は、これまでの施設でこれはやってたわけで

ありまして、つまり、改築された新しい空港

でも、その施設面の部分で、国際貨物も含め

てですけれども、私から見れば、２万3,000

トン分のキャパは残されているのかなと思っ

ていたんですけれども、残されてなくて、造

らなければいけないのか、どうなのか、そこ

をまたお答えください。 

 

○坂本交通政策課長 端的に申し上げます

と、これまでの部分につきましては、今有し

ている国内貨物のスペース部分で賄えるとい

うところでございます。今後、空港運営会社

で計画している部分は、国際貨物になります

と、非常にいろんな条件が出てきますので、

そういった部分を見据えた拡充というところ

でございます。 

 

○前川收委員 以前、２万2,000トンという

のは国内だけだったんですね。そもそもね。

ということは、新しく国際貨物にも取り組み

たいというのが大前提なわけですね。 

 

○坂本交通政策課長 そういうことでござい

ます。 

 

○前川收委員 分かりました。ぜひ、せっか

く造った立派な空港ですから、いろんな外の

チャンスもあるわけで、アクセス鉄道と併せ

て、そういう物流効率というものも考えてや

っていただければありがたいというふうに思

います。 

 さっきのあれだけお願いします。 

 

○奥山道路整備課長 中九州横断道路・大津

熊本道路の新規事業採択時に、熊本環状連絡

道路も含めて、有料道路事業の活用につい

て、今後検討を行うと国から示されておりま

す。 

 県としましても、有料道路制度の活用は有

効な手段の一つということで考えておりまし

て、今まさに国の中でしっかり検討がなされ

ているという段階だと思います。そこについ

てはしっかりと注視して参りたいと思いま

す。 

 

○前川收委員 国で造ってもらって、有料に

なると、多分国じゃなくて高速道路会社のほ

うに、昔はたしか、中央道は、小池高山まで

を枝線で出して、そこは高速道路会社が造っ

たんですね。そこから先を国が造ったという

ことで、今無料化ということになってますけ

れども、今回は国で着工したわけですから、

国で造っても、途中で有料道路の会社に運行

委託というのか、管理移管になるのか分かり

ませんけれども、それはできるんですか。 

 

○奥山道路整備課長 先ほど申しましたとお

り、例えば２車線を公共事業で先行して整備

し、途中から４車線化するときに有料道路化

しＮＥＸＣＯさんが整備し、その管理をする

ということもあると考えております。ですか

ら、途中から有料道路とすることは、現実的
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には可能と考えております。 

 

○前川收委員 有料化の利点というのですか

ね。あとは、工期短縮というお話も今までず

っとあったわけでありまして、一般的な国交

省の道路でやるよりも、無料の道路でやるよ

りも、有料化したほうが、早く財源的には確

保できるというお話もあっております。それ

はあまり先に言わないほうがいいのかどう

か、私はよく分かりません。細かなことは分

かりませんが、一般的に造られているこれま

でのスケジュールと、今現状で行くと、こ

れ、有料じゃないのかなと。国交省が起工し

たわけです。造り始めたわけですから、そう

思わざるを得ない状況なんですけれども、ち

ょっと分かりづらいので、部長、説明してく

ださい、もう一回そこを。 

 

○亀崎土木部長 この中九州横断道路、環状

連絡道路、それと熊本西環状道路、これは都

市圏の中で非常に大事な道路だと思っており

ます。 

そして先月は、中九州横断道路を基盤とし

た、ＪＡＳＭを含む半導体関連企業周辺の道

路ネットワークの整備に係る緊急要望を実施

したところでございます。 

 そういった意味では、一刻も早く整備して

いただくというのが一番大事なところでござ

いまして、我々も国に対して要望するときに

は、有料道路の活用も含めて、要望している

ところでございます。 

 有料道路の一番のポイントは、通常の事業

でいきますと、日本全国、同じレベルの中で

予算が配分されるということになるんです

が、有料道路の場合は、その分オンされて、

言い方は別ですけれども、特急券をもらうよ

うな形になります。そういったことで、基本

はそういうことで急いで事業を進めていただ

かないと、熊本港の整備にも関わってきます

し、そういうつもりで我々は要望していると

ころです。 

 ただ、国も、どういうふうにしたほうが一

番コストからして、早く供用できるかという

ことで、災害復旧並みのスピードでこれは取

り組んでいくというお考えを言われておりま

す。 

 そういうことで、国において一番有効な手

法を取っていかれるのだろうということで、

我々としては、まずは一般論としては、有料

道路制度を活用した方が早くできるというこ

とで、そう申し上げております。 

 内容については、まだ具体的に我々も承知

しておりませんが、結果として、一番早い方

法をお願いしたいということで考えておりま

す。 

 

○前川收委員 もう終わりますけれども、一

般県民の皆さんから見れば、片側２車線の４

車線の高速道路ができるという事実、これは

もうきちっと分かったわけであります。その

先に来るのは、それが無料なのか、有料なの

か、これはやっぱり県民にとってはとても大

きな違いが出てくると思います。一方で、お

っしゃったように、早く造らなければならな

いという、ＴＳＭＣ絡みも含めたニーズもあ

るわけでありますから、県としては、有料道

路を活用してほしいという御要望をこれまで

私たちも含めてですけれども、やってきたと

いうことであります。 

 分かりました。じゃないと、突然有料にな

ったというイメージを持たれるのは少し困る

なと私自信が思ってまして、やっぱり最初は

片側１車線の２車線道路というイメージだっ

たですね、地域高規格道路でいけば。それが

片側２車線の４車線に大きくなったというこ

と、そのことと併せて、有料化して、特急券

というお話をなさいましたけれども、一日で

も早く開通できるための手法ということで、

そう表現されているわけですから、そのこと

は、少しずつやっぱりアピールしていかなけ
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ればいけないというふうに思っていますの

で、これからそういう取組もよろしくお願い

します。 

 

○髙木健次委員 今前川委員の中九州横断道

路に関連するんですけれども、９月24日に着

工式がありました、合志市で。ここに、合志

―熊本間の延長9.1キロメートル、用地買収

促進中と書いてありますが、先般ニュース

で、用地買収が全て済んだというような報道

をちょっと聞いたような感じがするんですけ

れども、２～３か月前に、ある地権者にちょ

っと電話をしたら、いや、まだ何の連絡もな

いというような返事もあったものですから。

着工式ということは、用地買収はほとんど済

んだ段階での着工式になるのか、経過を見な

がらの着工式になっているのか、どちらか分

かりませんけれども、その辺の用地買収の進

捗状況について、これは地元でやるのか、た

しか地元で、例えばこの場合は合志市、この

区間は用地買収交渉ということに、ちょっと

何か聞いたような感じもしますけれども、そ

の辺の状況をちょっと教えてください。 

 

○奥山道路整備課長 全体の用地の進捗率に

ついては、現段階で把握しておりませんけれ

ども、熊本県と合志市で、これは仮称ですけ

れども、合志インターと西合志インターの間

については、しっかり国に協力するというこ

とで、先行取得をやっております。 

 熊本県が現在、御協力している区間につい

ては、進捗としては、面積ベースで約８割完

了している状況でございます。 

 県のほうで先行取得をする分の８割でござ

いますので、全体が終わっているということ

ではないというふうに思います。 

 それから、全体の面積ベースでの割合はま

た異なりますので、あくまでも県が今年度先

行取得する分については約８割完了という状

況です。 

 

○髙木健次委員 今奥山課長のほうからあっ

たとおりだと思います。ここに書いてあるこ

とから見ると、促進中ですから、9.1キロメ

ートルの中での合志インターから西合志イン

ターまでが、大体地元がその交渉に入ってい

るということで、この区間が80％が済んでい

るというようなことでいいんですね。 

 

○亀崎土木部長 もともとからしますと、熊

本河川国道事務所と話す中で、事業促進のた

めに、県も地元合志市も用地買収をぜひ協力

したいということで実施しております。 

全区間で分けますと、最初に事業化された

ものが、熊本北ジャンクションから西合志イ

ンターチェンジを経て合志インターチェンジ

までの区間があり、県と市が分担しておりま

すのが、阿蘇側の西合志インターチェンジと

合志インターチェンジ間の3.6キロメート

ル、それの西側を合志市が、東側を県が買収

しております。 

 この前の着工式は、そのもう一つ手前のジ

ャンクションから西合志の間の上生川という

ところの部分でございまして、そこは国が直

接買収をやっているところでございます。 

 県が８割と申し上げましたのは、県が3.6

キロメートルのうち2.4キロメートル区間を

実施しており、国と協議をしながらやってる

のですが、第１回協議で、今年４億円分、県

が買収するとしていますが、第１回の７月の

協議で示された部分について、８割が終わっ

ているという状況です。 

 ただ、状況を聞きますと、今８割と申し上

げましたが、皆さん事業の内容にかなり御理

解をいただいた上で、第１回協議分の８割の

方に契約をいただいたといった状況でござい

ます。 

 したがいまして、今年度取得する分につい

ては、第１回、第２回と協議をしながら、次

はここをお願いしますという形で、今年度県
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が買収する部分を進めていくといったことに

なります。 

 

○髙木健次委員 今部長の答弁で大体分かり

ましたけれども、じゃあ、熊本―合志間です

よね、熊本から、その買収は、用地交渉はま

だほとんど始まっていないということです

ね。 

 

○亀崎土木部長 そこは、国の用地担当部署

が用地取得に向け、用地交渉を重ねていると

いうところで、その中に、この前着工式をし

た用地買収が終わっている部分があって、そ

この工事のための着工式をやったというとこ

ろでございます。 

 

○髙木健次委員 大体分かりました。 

 先般、ちょっとニュースで、用地買収が終

わったから着工式という報道があったものだ

から。まだ僕が聞いているところでは、この

熊本―合志間はまだ用地交渉は終わってない

という感覚を持っていたものですから質問し

たのですけれども、熊本―合志間は、今から

交渉が始まるということでいいんですね。 

 

○亀崎土木部長 そういった御理解でよろし

いかと思います。我々も事業を進めるときに

は、ここの工事を発注するという目標の下

に、そこの用地取得を重点的に進めて、その

後、工事に入りながら、別の用地も並行して

進めていく。どんどん工事をしながら用地も

進めていくというのが一般的に早く進めるた

めの事業手法でございますので、恐らく国も

そういった手法で進めていくのだと考えてお

ります。 

 

○髙木健次委員 それで大体分かりました。

えらく早く進んだなという感じがあったもの

ですから。私に電話があったときに聞いたの

が、熊本―合志間の地権者の方だと、今ちょ

っと場所を考えたらそういうことなのかな

と。だから、まだ全然交渉というか、話し合

いもありませんと、買収についての、そうい

うあれがあったものですから聞きました。こ

れはこれでいいのですけれども、もう一つ、

熊本から合志西間、大津までの間、13.8キロ

メートルですかね。この区間が、インターが

３か所、合志西、合志、そしてスマートイン

ター、３か所インターができると聞いており

ますけれども、熊本のジャンクション、これ

につなぐちょっと手前にもう１か所インター

をつくるという話を聞いています。これはな

ぜかというと、熊本のジャンクションでは、

そこから高速道路に侵入はできないというこ

とで、やっぱりジャンクションの手前に１つ

ないと、どうしても不便だということで、そ

ういう経過になったんだろうと思います。こ

れについては、あそこのインターのすぐ近

く、ジャンクションのすぐ近くですね、熊本

ジャンクションの。もう１か所インターがで

きるということは、これはもう間違いないん

ですか。 

 

○松田都市計画課長 先ほど御説明しまし

た、せんだっての説明会で、しっかり住民の

ほうに示したところでございますが、熊本菊

鹿線に接続する形でインターができるという

ふうに、図面をもって説明しております。 

 

○髙木健次委員 ということは、熊本―大津

間に４か所のインターチェンジができるとい

うことですね。距離的に３点何キロか４キロ

メートルかになるか知りませんが、それだけ

13キロメートルの間に４か所もインターがで

きるということは、非常に便利になるとは思

うんです。できればインターは造っていただ

いたほうが非常に助かるというふうに思って

おりますので、４か所目のインターチェンジ

も極力造る方向で頑張っていただきたいとい

うふうに思っております。 
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○河津修司委員長 ほかにはございません

か。 

 

○藤川隆夫委員 33ページの国際線の就航に

関してちょっとお尋ねをさせてもらいます。 

 台湾・台北便並びに香港線、今既に仁川・

ソウル線というのが就航しております。特に

台北線に関しましては２社、香港も２社入っ

てくるという状況の中、今それなりに向こう

から来る分には旅行客も乗せてこられると思

いますけれども、その中で、アウトバウンド

の話が必ず出てくると思います。 

 アウトバウンドがやはり少なくなってくる

と、減便になったり、あるいは中止になった

りというのが今までも起こっていますし、国

内線においては、ＦＤＡが、静岡便が今度止

まるという話。これは以前も一回就航した後

に止まっていますので、やはりそういう意味

においては、アウトバウンドをきちっとやっ

ぱりやっていかないといけない状況にあろう

かと思っております。 

 これだけ来ると、一体どうやってアウトバ

ウンドを確保していくのかなと、今極めて不

安になっておりまして、それに関しては、こ

れから県のほうが旅行会社と共にやっていく

という話は聞いておりますけれども、具体的

にですね、これを見ると、県内の旅行会社と

いうふうにしか書いてないので、果たして県

内だけでいいのかという話。やっぱり鹿児島

であり宮崎であり大分であり、九州各県、要

はデーリーで飛ぶわけだから、極めて利便性

はよくなるので、そういう意味においては、

九州各県のプロモートというのも必要じゃな

いのかなというふうに考えておりますので、

この部分と現在の利用率、搭乗率、それも併

せてちょっと教えていただければなと。 

 

○坂本交通政策課長 国際線の、まずアウト

バウンドの割合といいますか、どのぐらいの

量があっているのかというところで、まずソ

ウル線につきましては、復便は当初きつかっ

たんですけれども、今は大体10％ぐらいまで

アウトは持ち直しております。最初２～３％

から始まったんですけれども、今は10％ぐら

い。それと、台北線につきましては、スター

ラックス社さん、チャイナエアライン社さ

ん、それぞれ聞き取りをいたしまして、スタ

ーラックス社さんでいきますと、９月―10月

で大体15％ぐらいアウト、日本人の利用があ

ると。チャイナエアライン社につきまして

は、今10月までの予約で３割ぐらいアウトバ

ウンドの需要があるということで、非常にや

はり、いろんなチャーター便で現地をメディ

ア等も含めて紹介していただいた効果は、足

元では現れているのかなと思っております。 

 ただ、委員がおっしゃるように、持続的な

もの、それから、計算上は12月からは週11便

という形になりますので、持続性という意味

では、やはりアウトをしっかりやっていく。

今委員からも御指摘のありました九州各県に

つきましては、秋にはまた南九州３県でいろ

んな情報交換と観光の連携等も含めました事

業をやっておりますので、そういった中で

も、ある意味ライバルではあるんですけれど

も、発着点が増えるということは、お互いに

メリットはございますので、そういったもの

を観光セクションとしっかり連携してまいり

たいと考えております。 

 

○藤川隆夫委員 今おっしゃったような形

で、熊本にインして出るのが別の場合もある

し、逆のことも当然、福岡へ入って熊本から

というのもあるでしょうし、やっぱり連携を

取りながら、きちっとアウトバウンドを確保

していくという活動をやっていかなきゃいけ

ないし、場合によっては、熊本に入って熊本

から出るという旅行商品、こういうようなこ

とも考えながら、旅行会社あるいは航空会社

ともに連携しながらやっていかないと、やっ
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ぱりなかなか難しいだろうなというふうに実

は思っております。あまりにも便数が急に増

えてしまっているので、そういう意味におい

て大変心配しておりますので、ぜひ、今言っ

た形でやっていっていただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○鎌田聡委員 すみません。21ページです

ね。都市圏の３連絡道路の関係になりますけ

れども、秋に有識者委員会を開催して、計画

の具体化に向けて取組を着実に進めていくと

いうことでございますけれども、やっぱり、

併せて必要なのは、ここに書いてありますよ

うに、住民参加型でやっていってもらいたい

と思います。この下の図にありますように、

有識者委員会から助言をして、住民ともやり

取りしていくということになりますけれど

も、実際、アンケートとかヒアリングなどを

やると書いてありますけれども、これが住民

にいつぐらいにどうなるのか、ちょっと教え

ていただきたいと思います。 

 

○奥山道路整備課長 御質問のありました住

民への情報提供や、ヒアリングでございます

が、この住民参加型の道路計画検討というフ

ローでございますけれども、国直轄事業で行

われる計画段階評価に倣って、こういう流れ

で進めたいというふうに考えております。 

 アンケート調査につきましても、課題の把

握や複数案のルート比較時など、複数回行う

予定でございます。 

 

○鎌田聡委員 かなり先になるんですかね。

ずっと議論してますけれども、なかなかこの

計画が出て、話が出て、構想が出て、それか

ら実現までにかなり年数を要するのは、やっ

ぱり丁寧に進めることも重要なので、それは

やっていただきたい。早めに住民の皆さん方

に案を示していただきたいということで、ぜ

ひその点について、できるだけ早く住民に知

らせていただきたいということ、あわせて、

大体、住民に示すとき、複数案も今から検討

されますけれども、ばくっとした概算の事業

費というのも大体示していただきたいのです

けれども、今のところ、大体幾らぐらいかか

るか、予想でいいのですけれども。どんな感

じですかね。 

 

○奥山道路整備課長 大体のという数字も、

なかなか今お示ししにくいところでありま

す。非常に大きな事業費であることは間違い

ない状況でございます。ルートもしっかり今

から詰めていく中で、道路の延長や構造など

も決まっていきます。構造につきましても、

盛土構造だったり、橋梁形式だったりで、単

価に大きな幅がございます。メーター単価に

大きな差があります。 

 そういう中で、ざっくりいくらぐらいとい

うのも、なかなかお示ししにくい状況です。

今御指摘いただきました21ページの右側にフ

ローがございますけれども、今後、この有識

者委員会や国から助言もいただきながら、熊

本市とも一緒に進めてまいりますけれども、

このルートの比較をするときには、ある程度

このルート帯が決まり、構造の案が決まりま

す。そうすると、おのずと、幅は持ってます

けれども、建設費用も県民の皆様にもお示し

できるようになっていくと思います。 

 

○鎌田聡委員 やはり、この道路ができれば

便利になりますし、それはいろんなものがで

きれば、それはいいとなりますが、一方で、

事業費がどのくらいなのか、費用対効果がど

のぐらいなのかということをやっぱり示した

上で、住民のアンケートも含めてやっていっ

てもらいたいと思います。大体の概算はもう

頭の中に多分入っていらっしゃると思います

けれども、できるだけ早い段階で、そういう

ことも住民の皆さんに示していただきたいと

いうふうに思います。 
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 それと、もう１点すみません。ちょっと疑

問に思うのが、10分・20分構想でこれは始ま

っていますけれども、22ページの拡大図でこ

れはずっと示されています。たしか、10分は

熊本市市街地からインターまでが10分、市街

地から空港までが20分ということだったと思

うんですけれども、もしこのルートで行った

場合に、これは10分、20分で行けるのかな

と、ちょっと心配してるのですけれども、こ

れは行けそうなんですか。 

 

○奥山道路整備課長 このルートはまさに今

からだんだん絞って参りますけれども、現実

的に、設計速度を時速60キロだったり、構造

によっては時速80キロにすることで、10分、

20分が全く達成できないという状況にはない

というふうに考えております。 

 

○鎌田聡委員 すみません。私もざくっと計

算して、熊本駅の西側から空港のほうに回っ

て20分で行けるのかなとか、北連絡道路を通

って熊本インターまで10分で、なかなかこれ

は、かなりのスピードを出さないと行けない

のかなというふうに見てますけれども、ま

あ、いずれにしても、10分、20分でやりたい

という構想の下でやられてますので、そうい

うルートが、これは一応概念ということで今

後出てくるという理解でよろしいのですか

ね。もうあくまでも10分、20分でやるという

ことで。 

 

○奥山道路整備課長 我々が進めている検討

では、打ち出している構想の10分、20分は達

成できるというふうに考えております。 

 

○鎌田聡委員 分かりました。いずれにしま

しても、できるだけ早く検討を進めていただ

いて、先ほど言いましたように、ばくっとし

た事業費も出していただいて、複数案のルー

トも、そういったものを出す。出てこない

と、なかなか住民の意見も出しにくいので、

ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 

○河津修司委員長 よろしいですか。 

 

○鎌田聡委員 はい。 

 

○池田和貴委員 交通政策課にちょっとお尋

ねをしたいと思います。 

 航空路線の利用促進で、31ページに、今の

国内線のことは書いてあります。この中に関

西国際空港は入ってないですよね。熊本から

関西国際空港の便がないということでありま

す。 

 関西国際空港は、前はあったんですよね。

32ページを見ると変遷が書いてあって、令和

４年度、これは４月１日に廃止になっていま

す。これはコロナ禍もあって、利用客が減っ

たんじゃないかというふうに思うのですが、

関西国際空港、2022年度の空港利用者の数を

見てみますと、１位が成田で1,169万人、２

番目が羽田で680万人、３位が関西国際で508

万人、４位が福岡で225万人なんですね。で

すから、海外からの国際線の利用からする

と、圧倒的なトップ３があって、やっぱりこ

こと熊本空港をつなぐということは、私は重

要なことなんじゃないかと思うのですよ。そ

れは、熊本県内のアウトバウンドの誘客にと

っても有効ですし、県民からすると、海外か

ら行こうとされる方の利便性の向上にもなる

ということだと思うのです。 

 そういう意味では、関西国際空港を交通政

策としてどういうふうに評価されているの

か、今後、そこについてどう考えられている

のか、そういったところをちょっとお聞かせ

願いたいなと思っています。 

 

○坂本交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 池田委員御指摘のとおり、関西国際空港に
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つきましては、平成30年から運休までの令和

２年10月まで２年間、ジェットスター航空さ

んで、ＬＣＣさんですけれども、飛ばしてい

ただいておりました。搭乗率については70％

台ということで、地方空港にしては比較的頑

張っていたところだと思います、我々として

は。ただ、御紹介あったように、コロナで運

休、そのまま廃止といいますか、引かれたと

いうことでございます。 

 我々としましても、今委員がおっしゃった

ように、国内でも、国際的につながる主要空

港網、成田、関空、２大拠点ですけれども、

そういったところとつながるというのは、熊

本県の方のアウトバウンドに対する意識とし

ても重要な路線だと思っております。ただ、

やはり主要空港に対する地方空港としての切

り込みというのを、なかなか競争が厳しい中

ではございますけれども、以前飛んでいたと

いうこの部分。それから、今ジェットスター

の成田線、非常に好調でございますので、そ

ういった部分も含めまして、国内の中でも、

そういった基幹空港との国際線につながるネ

ットワーク、しっかり頑張っていきたいと考

えております。 

 

○池田和貴委員 分かりました。 

 廃止になったけれども、すごく重要だとい

うことで認識をしていただいているというの

は分かりました。熊本も、運休になったとき

からは状況が変わったんですよね。当然先ほ

どから話がありますけれども、ＪＡＳＭによ

る工場建設が始まった、コロナは明けた、い

ろいろ状況は変わってきていますので、やっ

ぱり私はもう一回関西国際空港とのつなぎと

いうのは考える必要があるんじゃないかとい

うふうに思っております。ぜひそこは、いわ

ゆる路線の営業を、例えば県でされていると

いうことであれば、そういったところも頭に

置きながらやっていただければと思っており

ます。よろしくお願いします。 

 

○竹﨑和虎委員 ６ページに記載があるんで

すけれども、私もちょっとこの委員会、初め

て所属したものですから、そもそも論からち

ょっと聞かせていただきたいんです。スマー

トインターチェンジなんですけれども、スマ

ートインターチェンジを整備することで、人

流とか物流とか盛んになって、地域の活性

化、また、防災機能の強化とか、渋滞解消に

もつながると思うんですけれども、このスマ

ートインターチェンジを整備する中で、事業

区分であったり、また、手続、これは申請

者、市町が書いてありますけれども、県の絡

みを教えてください。 

 

○奥山道路整備課長 ここに４つ、スマート

インターが書いてございます。このスマート

インターの流れといたしましては、まずは国

のほうで準備段階の調査が行われ、そこが適

地ということであれば、その後、地区協議会

があり、国も入られていますけれども、そこ

に県が参加し、市町村と一緒に課題を整理し

て、最終的には高速道路の連結手続というこ

とになって、事務的に進んでいくということ

になります。県としては、その地区協議会の

中に入って、一緒に課題解決に向けた協議を

する、そこに参加するという関わりがござい

ます。 

 

○竹﨑和虎委員 恐らく、この事業のほう

も、市町村主体でやるんですかね。そうだと

思うんですけれども、９月８日に、国交省か

ら、スマートインターチェンジの事業とか、

そして、新規準備段階調査着手の箇所の発表

があったんですね。これは熊本のところはな

かったんですけれども、今、どこか、市町村

と協議をされているところはあるんですか。

スマートインターの整備について。 

 

○奥山道路整備課長 今はございません。 
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○竹﨑和虎委員 熊本都市圏交通についても

先ほど10分、20分の話もございました。連絡

道路もやっているであろうけれども、熊本イ

ンターから城南のスマートインターくらいま

でですかね、その間にスマートインターをつ

くることで、渋滞解消にもつながるんじゃな

いかなと思うんですよ。もちろん先ほど言っ

た10分、20分もありますけれども。その中

で、今まではスマートインターを整備できる

箇所というのが、おおむね３キロメートルか

ら５キロメートル、インターからの間隔がな

いといけないと言われていたけれども、今回

の発表を見ますと、久留米南スマートインタ

ー、これが新規の準備段階調査着手の箇所に

選ばれているんですが、久留米インターから

広川のほうに向かって1.2～1.3キロメートル

しかないと聞いているんですよね。でも、そ

ういうふうに要件緩和されて、短い距離でも

造ることができるということだったものです

から、ぜひ、熊本市さんであったり、都市圏

の市町村さんに、造りませんかと、県からも

提言していただきたいと思うんですよね。要

望的な質問になりますけれども、ぜひ、そう

いったのも含めて検討いただければと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

○本田雄三委員 すみません。アクセス鉄道

関連でお尋ねをさせていただきます。 

 40、41ページに、空港の全体図をお示しい

ただいておりますけれども、ちょっと私も今

回初めてこの委員会にいるものですから、前

にもし出ていたら申し訳ございません。 

 今ルート等を選定中だと思うんですけれど

も、この空港の敷地内における駅がどこに来

て、線路がどうなるかくらいの表記というの

が、駐車場とかを結構工事されるような雰囲

気で掲載してあるものですから、また工事が

どうなるか分かりませんけれども、ある程度

の概要というものはお示しいただくような状

況にはないということなんでしょうか。 

 

○松村空港アクセス整備推進室長 空港アク

セス整備推進室でございます。 

 委員御指摘の空港側の駅の位置でございま

すけれども、今これにつきましては、鋭意検

討を進めているところでございます。利用者

の利便性の向上の観点でありますとか、そう

いったところを踏まえて位置の選定を行って

おります。 

 中間部のルート等も含めまして、全体を検

討している最中でございますので、今のとこ

ろ、その位置については公表は控えさせてい

ただいております。どうぞ御理解いただきま

すようお願いします。 

 

○本田雄三委員 はい、分かりました。た

だ、造ったものをまた壊さないといけないよ

うな無駄なことにならないようにだけはして

いただければと思いますので、よろしくお願

いします。 

 

○河津修司委員長 ほかに質問はございませ

んか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり） 

○河津修司委員長 なければ、質疑はこれで

終了いたします。 

 次に、議題４、付託調査事件の閉会中の継

続審査についてお諮りいたします。 

 本委員会に付託の調査事件につきまして

は、引き続き審査する必要があると認められ

ますので、本委員会を次期定例会まで継続す

る旨、会議規則第82条の規定に基づき、議長

に申し出ることとしてよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○河津修司委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 その他として、何かありませんでしょう

か。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり） 
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○河津修司委員長 なければ、本日の委員会

はこれで閉会いたします。 

  午前11時22分閉会 

 

熊本県議会委員会条例第29条第１項の規定

によりここに署名する 

  高速交通ネットワーク整備推進特別委員

会委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


